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平
成　

年
度
予
算
の
歳

２４

入
部
で
自
主
財
源
確
保

の
為
に
、
町
有
地
を
積
極
的
に

処
分
す
る
と
し
て
い
る
。
処
分

予
定
物
件
の
内
容
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

総
務
部
長　

上
原
・
棚
原
地
区

区
画
整
理
地
内
に
あ
る
町
有
地

の
う
ち
、
現
状
販
売
が
可
能
な

も
の
か
ら
順
次
処
分
し
た
い
。

そ
れ
に
、
千
原
地
域
の
１
箇

所
、
那
覇
市
首
里
大
名
の
１
箇

所
、
現
庁
舎
敷
地
等
あ
わ
せ
て

　

箇
所
が
処
分
可
能
な
町
有
地

２０で
、
平
成　

年
度
以
降
に
処
分

２４

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
庁
舎
敷
地
の
売
買
に

つ
い
て
、
不
動
産
業
者
等

か
ら
照
会
は
あ
る
の
か
。
そ
れ

と
、
那
覇
市
首
里
大
名
在
の
2

4
3
坪
は
分
筆
処
分
と
な
る
の

か
。

総
務
部
長　

現
庁
舎
敷
地
に
つ

い
て
の
照
会
は
多
数
あ
り
ま
す

が
件
数
は
申
し
上
げ
ら
れ
ま
せ

ん
。
分
筆
処
分
で
な
く
、
一
筆

で
の
処
分
を
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
大
名
在
の
土
地

は
、
状
況
を
み
て
判
断
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

平
成　

年
度
一
般
会
計

２３

補
正
予
算
等
で
坂
田
小

学
校
空
調
機
設
置
工
事
の
８
教

室
分
1
、 1
9
7
万
円
を
予
備

費
か
ら
の
流
用
で
急
き
ょ
提

案
、
可
決
さ
れ
た
。
唯
一
空
調

機
未
整
備
校
と
な
っ
た
西
原
東

小
学
校
の
空
調
機
設
置
を
ど
う

考
え
る
の
か
。
平
成　

年
度
予

24

算
で
計
上
し
た
坂
田
小
学
校
の

扇
風
機
工
事
費
2
7
9
万
円
余

が
不
用
と
な
る
。
そ
の
予
算
を

東
小
学
校
の
扇
風
機
設
置
に
充

て
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

教
育
部
長　

平
成　

年
度
に
校

27

舎
の
耐
力
度
調
査
を
実
施
し
、

防
衛
省
の
防
音
工
事
で
整
備
を

予
定
し
て
い
る
。
な
お
、
西
原

東
小
学
校
で
緊
急
措
置
が
必
要

な
教
室
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
は
、
温
度
、
湿
度
調
査
の

上
、
対
処
す
る
必
要
が
あ
れ

ば
、
そ
の
予
算
の
活
用
を
判
断

し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

沖
縄
県
教
育
庁
は
2
0

1
2
年
度
事
業
で
英
語

立
県
沖
縄
の
推
進
を
重
点
施
策

の
一
つ
に
位
置
づ
け
て
お
り
ま

す
。
国
際
化
時
代
と
い
わ
れ
る

中
で
、
多
く
の
町
民
が
英
語
で

外
国
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
図
れ
る
と
素
晴
ら
し
い
こ

と
だ
と
考
え
る
。
小
学
生
か
ら

大
学
生
等
は
学
校
で
英
語
を
学

ぶ
機
会
が
あ
り
ま
す
が
、
社
会

人
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
現
状

だ
と
考
え
る
。
町
中
央
公
民
館

講
座
で
英
会
話
教
室
を
開
講
す

る
考
え
は
な
い
か
。

教
育
部
長　

町
中
央
公
民
館
の

講
座
と
し
て
一
般
成
人
対
象
に

早
め
に
開
講
で
き
る
よ
う
、
新

年
度
早
々
、
講
師
選
任
も
含

め
、
早
め
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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有田　力　議員

◇町有地の処分

◇西原東小学校の空調

設備

◇英会話教室の開講を

問

震
災
の
教
訓
を
生
か
し
て

西
原
町
に
お
い
て
も
自
主

防
災
組
織
の
取
り
組
み
を
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

各
種
団
体
等
へ
の
意
識
啓
蒙
活

動
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
か
。
ま
た
防
災
マ
ッ
プ
の
状

況
、
及
び
海
抜
表
示
板
の
設
置

の
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

総
務
課
長　

震
災
を
教
訓
に
し

て
本
町
で
も
こ
の
自
主
防
災
組

織
の
啓
発
、
講
演
会
等
な
ど
で

重
要
性
を
訴
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
各
自
治
会
等
を
中
心
に

地
域
防
災
に
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
防
災
マ
ッ
プ

の
作
成
に
つ
い
て
は
、
海
抜
表

示
や
避
難
場
所
ま
で
の
経
路
表

示
な
ど
町
民
に
わ
か
り
や
す
い

マ
ッ
プ
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

海
抜
表
示
板
に
つ
い
て
は
、
自

治
会
事
務
所
等
へ
配
布
し
て
お

り
ま
す
。
県
の
統
一
的
な
考
え

方
の
も
と
に
、
電
柱
等
に
も
表

示
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

西
原
町
に
お
い
て
も
、
米

軍
機
の
飛
行
ル
ー
ト
が

変
更
さ
れ
て
以
降
、
軍
用
機
の

騒
音
、
電
波
障
害
等
も
増
え
て

お
り
ま
す
。
基
地
の
返
還
が
な

か
な
か
進
ま
な
い
な
か
、
連
絡

協
議
会
は
ど
の
よ
う
な
事
を
考

え
て
い
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

町
長　

米
軍
基
地
に
絡
む
事

件
、
事
故
等
を
含
め
国
に
対
し

て
抗
議
及
び
要
請
活
動
を
や
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。
今
ま
で
は

基
地
の
所
在
し
な
い
市
町
村
は

ほ
と
ん
ど
蚊
帳
の
外
に
置
か
れ

て
い
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
い

ろ
ん
な
現
状
を
踏
ま
え
な
が
ら

要
請
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

一
括
交
付
金
は
、
き
わ
め

て
分
か
り
に
く
い
と
こ
ろ

が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
事
業
に

使
え
る
か
、
職
員
の
知
恵
の
出

し
ど
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
私

と
し
て
は
全
額（
６
億
６
千
万
）

使
い
切
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の

で
す
が
、
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

総
務
部
長　

２
月
８
日
に
企
画

財
政
課
内
に
事
務
局
を
設
置

し
、
６
人
体
制
で
、
事
務
局
長
、

総
務
部
長
、
総
務
課
長
、
局
次

長
に
企
画
財
政
課
長
、
そ
し
て

企
画
財
政
課
の
全
係
長
４
名
体

制
で
事
務
局
を
設
置
し
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。　

年
度
予
算
内

２４

で
交
付
金
充
当
額
と
し
て
１
億

８ 
千
３
３
７
万
円
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
主
な
事
業
内
容
と
し

て
は
、
農
水
産
活
性
化
事
業

で
、
１
千
８
万
７
千
円
、
観
光

客
受
け
入
れ
基
盤
強
化
事
業

で
、
５
千
５
８
３
万
７
千
円
、

人
材
育
成
事
業
で
、
４
千
１
８

０
万
８
千
円
、
子
育
て
ゆ
い

ま
ー
る
支
援
事
業
で
、
７
千
８

５
０
万
２
千
円
、
高
齢
者
に
い

い
あ
ん
べ
ー
な
ま
ち
づ
く
り
事

業
で
、
３
千
４
２
６
万
２
千
円

で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
残
り
の

４
億
７
千
６
６
３
万
円
を
交
付

要
綱
に
基
づ
き
事
業
選
定
し
県

へ
第
２
次
申
請
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

上里善清　議員

◇自主防災の取組み

◇市町村連絡協議会の

意義

◇一括交付金の活用

問

問

問

問

問問

那覇市首里大名在の町有地

総合防災訓練の様子
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坂
田
小
学
校
過
密
に
つ

い
て
、
平
成　

年
度
に
耐

２４

力
度
調
査
を
し
、　

年
度
に
校

２６

舎
の
実
施
計
画
、　

年
、　

年

２７

２８

度
に
か
け
て
改
築
し
て
い
く
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
改
築

に
と
も
な
い
過
密
解
消
に
つ
な

が
る
の
か
伺
い
ま
す
。

教
育
部
長　

現
段
階
で
は
不
足

教
室
の
解
消
と
防
音
工
事
に
伴

う
冷
房
工
事
で
あ
り
ま
す
。

過
密
校
と
し
て
の
対
策

と
し
て
、
校
区
見
直
し
案

を
早
急
に
提
示
し
、
地
域
住
民

と
の
話
し
合
い
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
が
、
伺
い
ま
す
。

教
育
部
長　

現
在
の
計
画
で
は

学
級
数
、
児
童
数
に
見
合
っ
た

施
設
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。

施
設
整
備
が
一
定
程
度
終
了
し

な
い
と
児
童
数
を
減
ら
す
計
画

が
で
き
な
い
。
適
当
な
時
期
に

過
大
規
模
校
と
な
ら
な
い
様
に

校
区
見
直
し
案
を
作
成
し
、
地

域
住
民
と
の
話
し
合
い
を
検

討
。

プ
ー
ル
の
指
導
員
の
配

置
に
つ
い
て
、
町
内
学
校

に
比
べ
て
も
水
泳
の
授
業
が
少

な
い
、　

回
に
も
満
た
な
い
。

１０

泳
力
の
向
上
を
は
か
る
た
め
に

も
プ
ー
ル
の
指
導
員
が
必
要
で

は
な
い
か
。

教
育
部
長　

児
童
生
徒
に
指
導

が
で
き
る
の
は
教
師
だ
け
で
あ

り
、
現
段
階
で
は
指
導
員
配
置

に
つ
い
て
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。

坂
田
小
学
校
ク
ー
ラ
ー
設

置
に
つ
い
て
、　

教
室
の

１１

う
ち
８
教
室
に
ク
ー
ラ
ー
設

置
、
残
り
の
３
教
室
に
つ
い
て

の
対
応
は
ど
う
な
る
の
か
。

教
育
部
長　

残
り
３
教
室
は

オ
ー
プ
ン
教
室
に
な
っ
て
冷
え

な
い
環
境
で
あ
り
、
整
備
を
行

い
そ
の
間
は
扇
風
機
を
増
設
し

て
効
果
を
見
た
い
。

　

年
度
以
降
耐
力
度
調

２４査
及
び
改
築
し
な
い
建

物
は
ク
ー
ラ
ー
設
置
が
望
ま
し

い
と
思
い
ま
す
が
。

教
育
部
長　

改
築
対
象
と
な
っ

て
い
な
い
教
室
は
防
衛
省
の
改

造
防
音
工
事
を
導
入
し
整
備
す

る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

学
校
の
い
じ
め
で
、
町
内

の
２
０
１
０
年
度
い
じ

め
の
把
握
件
数
と
内
容
に
つ
い

て
、
ま
た
不
登
校
に
つ
い
て
伺

う
。

教
育
部
長　

２
０
１
０
年
度
い

じ
め
は
、
小
学
校
６
名
、
中
学

校
１
名
、
高
校
１
名
（
西
原
高

校
）。
不
登
校
は
小
学
校　

名
、

１２

中
学
校　

名
、
高
校　

名
。

３４

３７

国
民
健
康
保
険
に
つ
い

て
２
０
１
０
年
度
県
内

市
町
村
で
は　

億
２
８
０
０
万

３８

円
の
赤
字
で
す
。
西
原
町
に
お

い
て
も
９
、
５
４
６
万
７
千
円

の
赤
字
に
な
っ
て
い
る
。
２
０

１
０
年
度
収
納
率
と
前
年
度
比
、

ま
た
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費

と
前
年
度
比
率
を
伺
い
ま
す
。

福
祉
部
長　

収
納
率
は
一
般
現

年
度
分
９
１
・
９
２
％
で
前
年

度
比
１
・
６
５
％
の
増
。
一
人

当
た
り
の
医
療
費
は　

万
８
２

２５

６
３
円
で
前
年
度
比
１
０
６
・

９
８
％
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宮里芳男　議員

◇教育行政

◇国民健康保険

問

問

町
民
の
目
線
に
立
ち
、
町

民
本
位
の
町
政
を
基
本

理
念
に
掲
げ
、
町
政
発
展
、
町

民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
が
ん

ば
る
町
長
に
は
、
今
後
も
引
き

続
き
町
政
運
営
の
先
頭
に
立
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

こ
れ
か
ら
の
地
方
分
権
の
時

代
で
、
今
後
、
西
原
町
を
ど
の

よ
う
に
舵
取
り
し
て
い
く
の

か
。

町
長　

国
と
地
方
は
主
従
か
ら

対
等
協
調
へ
と
変
化
し
、
自
ら

の
町
は
自
ら
運
営
し
て
い
く
こ

と
が
問
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
は
十
分
議
論
を
し
な
が
ら

出
さ
れ
た
結
論
に
対
し
て
責
任

を
負
う
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

が
極
め
て
重
要
。
当
事
者
意
識

を
ま
ず
持
つ
と
い
う
こ
と
。
引

き
続
き
町
民
三
万
五
千
人
の
大

き
な
前
進
を
期
し
て
「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
に
当

た
っ
て
い
き
た
い
。

農
地
法
違
反
の
責
任
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
。

　

今
年
２
月
に
字
桃
原
１
２
０

番
１
の
畑
に
業
者
Ｔ
が
資
材
置

き
場
等
の
目
的
で
、
再
度
農
地

法
５
条
許
可
申
請
を
行
っ
た
。

申
請
地
の
農
地
法
違
反
や
棚
原

の
農
振
違
反
に
改
善
が
み
ら
れ

ず
、
区
民
ら
は
心
配
し
て
い

る
。
申
請
違
反
の
責
任
を
問
わ

れ
た
農
地
法
の
許
認
可
を
も
つ

県
の
崎
原
班
長
は
、「
第
一
義

的
に
は
西
原
町
農
業
委
員
会
に

あ
る
」
と
責
任
転
嫁
の
発
言
を

し
、
ま
す
ま
す
住
民
を
不
安
に

さ
せ
て
い
る
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

違
反

し
た
場
合
の
最
終
的
な
責
任

は
、
許
認
可
す
る
県
知
事
に
あ

る
。
違
反
に
つ
い
て
の
罰
則
規

定
な
り
、
最
終
的
な
決
断
を
下

し
て
い
く
。

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設

の
設
置
等
の
紛
争
予
防

に
関
す
る
条
例
（
仮
称
）
制
定

の
進
捗
状
況
は
。

総
務
部
長　

平
成　

年
度
中
に

２４

は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
制

定
に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
。

行
政
も
必
要
性
を
認
識

し
な
が
ら
も
、
補
助
メ

ニ
ュ
ー
が
な
い
た
め
進
展
の
な

い
南
小
学
校
の
児
童
館
問
題
。

一
括
交
付
金
を
活
用
し
て
ぜ
ひ

南
小
校
区
に
児
童
館
建
設
を
、

提
案
す
る
。

町
長　

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法

の
中
で
就
学
、
就
業
の
困
難
な

者
へ
の
対
応
が
改
正
さ
れ
た
。

そ
れ
に
伴
っ
て
、
沖
縄
の
特
有

の
課
題
解
決
が
期
待
で
き
る
。

児
童
館
建
設
に
一
括
交
付
金
を

最
大
限
活
用
で
き
な
い
か
、
引

き
続
き
県
、
国
を
通
し
て
う
ま

く
適
用
で
き
る
よ
う
に
最
大
努

力
す
る
。

福
祉
部
長　

放
課
後
対
策
事
業

は
、
本
土
と
比
べ
て
沖
縄
県
の

場
合
は
大
分
お
く
れ
て
い
る
。

こ
の
部
分
で
沖
縄
県
独
特
、
特

徴
の
あ
る
事
業
と
し
て
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
。

呉屋　悟　議員

◇町政運営

◇桃原の農地法問題

◇一括交付金で南小校区に

　児童館建設を

問

問

問

問

問問

問

問

問

坂田小学校

西原南小学校


